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ヘッドライン　地球の化学 Part 2
　今回のヘッドラインは 2020 年（68 巻）5月号「地球の化学」の続編である。地球や宇宙
を対象とする研究はさまざまな分野で進められているが，中学校や高等学校の理科の授業で
は地学分野で扱うことがほとんどであり，化学の視点でとらえる機会は少ない。そこで，最
近の研究成果も交えて知見を得ることができれば，中高の理科の授業における教材開発など
にもつながると考え，このヘッドラインを企画した。今回は鉱物・宇宙・大気・海洋などの
分野について，化学の視点でわかりやすく解説していただいた。化学と地学には深い関わり
があることを知っている生徒は意外に少なく，これらの記事を読んだ生徒が興味をもって自
分でさらに調査をしたり，教師が探究的な課題を考えていくヒントとして利用したりするこ
とを期待したい。
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次号ヘッドライン 身近なもので簡単にできる化学実験 Part 2

　出羽三山と日本海の雄大な自然に囲まれた山形県鶴岡市にある鶴岡工業高等専門
学校は，1963 年の開校以来，「自学自習・理魂工才」を理念とし，地域に密着した
高等教育機関として歴史を重ねてきました。1 学科 4 コース制の本科と 1 専攻 3
コース制の専攻科から構成され，研究・地域連携・国際交流の 3本の柱のもと，特
色ある多彩なカリキュラムを擁し，高い人間力と豊かな創造性を持った技術者の養
成に貢献しています。

表紙の言葉　鶴岡工業高等専門学校


